
日本国内の一昔前のボート釣りといえば、「アンカーを打
って釣り場を固定し、座って釣る。仕掛けはエサで、人数は
一人か多くても三人まで」という釣り方が主流であり、それ
を要求品質としてフィッシングボートを開発することで、ほと
んどのニーズに応えることができた。

しかしトレンドは変化し、ここ数年でついにルアー（疑似餌）
による釣りが、エサを用いる釣りの比率を上回った（自社ア
ンケート調査）。また、「ラン＆ガン」という言葉も生まれた
ように、複数人が乗船して釣りのポイントまで走って（ラン）
は、デッキに立ったままルアーを投げ（ガン… “撃つ” の意）、
またポイント移動してはルアーを投げる、というスタイルが
主流になりつつある。

当然、ボートに対する要求品質も変化する。そこで最新
のボートフィッシングスタイルにマッチする、１軸インボード
エンジン（船内機）、「DFR-33」（図 1）を開発するに至った。

2 開発コンセプト
最近の釣りスタイルの主流は、「釣り場を頻繁に移動する」、

「立ったままでのルアー釣り」であり、釣行は 10 時間に及
ぶこともあるから、アンカーを打ってボートを固定した、座っ
ての釣りに比べれば、人の感じる疲労度は比較にならない。

そこで、「よいフィッシングボートは、陸上に戻った時の疲
労感で決まる」をテーマの根幹に掲げ、「疲れない」とはど
ういうことかを分解し、その要目に対してさらに細分化した
設計手段、および目標値を設定していった。主な開発コンセ
プトは以下の通りである。

● ドライネス（しぶきを上げにくい）を最優先とした船型開発
● 釣り場まで快適に移動できる、同クラス最大のメインサ

ロン容積と最適なレイアウト
● 最新のフィッシングスタイルに合わせた、デッキ周りの

艇体造形設計、機能設計

3-1. ドライネス（しぶきを上げにくい）を最優先とした船

型開発

走行性能で望まれる「凌波性」と、停船時の横揺れ性能
を表す「静止安定性」というのは相反する要素であり、アン
カーを打たない「流し釣り」など、海上を漂って釣りをして
いる時の静止安定性は高めつつ、走りの良さ…凌波性や、
最高速力、スプレーを上げない、などという全ての性能を同
率で高めるのは極めて困難である。

そこで、本開発艇では、既存艇でも特に手を焼いていた、
走行時に操縦者やデッキに居る同乗者にストレスを与える波
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しぶきを抑止する、「ドライネス性能」を最注力項目とし、
過去のインボードモデルですでに定評のある、「乗り心地」「流
し釣り性能」「静止安定性」は既存艇同等以上、「最高速力」
は重視しない、など、開発優先度を明確にして、船型開発
に臨んだ。

本開発艇の主な船型開発要素は以下の通りである。
● 入水角（船首の波を受ける面角度）を既存艇に対し鋭角

にし、受けた波を後方へ捌く
● 水の駆け上がりを抑止する、船首チャイン幅の調整（幅

広にする）
● 船首最前部のチャインから上部の側面角度を比較的鈍

角とし、水が上がるエネルギーを減少させる
● 後部滑走面を調整し、最適な船底面で波を受けられる

よう、走行トリム（前後角）を是正
※各用語については、図2を参照

上記により、極めてドライな凌波性の高い走りを実現する
船型が完成した。また、外洋を走れるフィッシングボートの
ニーズは、最高速力ではなく、「荒れた波でも、速く走れる
性能」である。凌波性が高いと上下加速度が小さくなり、体
を保持する力は軽減される上に、凌波性の低い船より早く目
的地に着けるので、移動中の動揺に耐える時間も減る。結果、

「疲れにくい船型」と表現できる訳である。

3-2. 釣り場まで快適に移動できる、クラス最大のメイン

サロン容積と最適なレイアウト

乗船者人数が同じであれば、室内容積は広い方が良いに
決まっている。しかし単純に広いだけでは、「移動中などの
疲労を軽減できる」ことには直結しない。本開発艇では、以
下の要目を念頭に室内レイアウトを確定していった。

● バウバース（船首寝室）は、物置として割り切り、仮眠が
できるギリギリのサイズとし、その分、メインサロンの長さ
を１クラス上のサイズに設定

● 左右の揺れに対し、体を保持する力を軽減させるため、
サロンクルーザーなどに用いられる、ホールド性の高いド
ライバーシートをフィッシングボートとして初採用（図 3）

● 揺れが激しいときに、人同士の接触を避けるための余
計な力が入らない、乗員全員が適度な距離感を持って、
ゆったり座れるシートレイアウトの実現

● 波の動きを見て艇の動揺に合わせた身構えをすること
で、体を保持するための余計な力を使わないようにす
るため、室内乗員全員が、体を乗り出さずとも海面が
見通せる視界開放感を確保（図 4）

室内レイアウトの主な特徴は上記の通りであるが、エアコ
ンの冷気を直接、乗員の方向に向けられるか、自然な体勢
で掴めるハンドレールが適所に配置されているかなど、部品
配置の面でも「疲れないための工夫」を随所に施した。

フィッシングボート「DFR-33」
“DFR-33” Fishing Boat

図2　船型の特徴

図3　ドライバーシートおよびナビゲーターシート

図4　開放的な視界を得られる室内
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3-3. 最新のフィッシングスタイルに合わせた、デッキ周り

の造形設計、機能設計

デッキアレンジに関しては、面積比較などの数字では表現
できない、釣りをする上で有効な造形や、機能的工夫を導
入した。以下に一例を示す。

● ブルワークトップのストームレールを意図的に短くし、ス
タンディングスタイルで釣りをする時の太もものホールド
面を確保（図5）

● 釣りの最中に頻繁なルアー交換などを行うための、一
時的に置けるルアー置き棚の設定（図 6）

● 後部操船部のステアリングとリモコンの自然な配列およ
び GPS 魚探モニタースペースの確保（図 7）

● 多人数での釣りを想定したサイド通路の広さおよび釣
りやすい高さとホールド性に配慮した内傾レールの採用

（図 8）

「コスト」「開発日程」「製品品質」がお互いに影響を及ぼ
し合うことは、多くの開発者も理解できるところであるが、本
開発艇では、その 3 要素の関係を強く意識し、その効果を
最大化させた。以下にその取り組みについて説明する。

4-1. 型構成

先に発売されている DFR-36[1]（図 9）の主要な型構成を
100％踏襲し、造形だけを最新のデザイン形状に作り変えた。
これにより、型合わせなどの検討期間を短縮できるとともに、
DFR-36 での型に起因する作業性問題の改善など、品質面
の向上に注力できた。また、テーブルや、フロアハッチなど
の小物型は、そのほとんどを DFR-36 や、本開発艇の生産
工場であるヤマハ天草製造で生産中のものを流用、または
共用し、型投資の圧縮にも貢献した。図 10 に、型分解図を
示す。

“DFR-33” Fishing Boat
フィッシングボート「DFR-33」

図5　太ももをホールドできるブルワークトップ 図6　ルアー仮置き棚

図7　アフトステーション配置比較 図8　内傾式バウレール

既存艇の一般的な
ハンドル・リモコン配置

DFR-33のハンドル、リモコンの適正な
配置と大型モニタースペース

4 	コスト、開発日程、製品品質の取り組み

図9　DFR-36
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フィッシングボート「DFR-33」

4-2. 構造設計、生産工程設計

型構成が同じということは、その型で作られる FRP の積層
構成・構造も、生産する上での作業工程も、自ずと DFR-36
に近似したものとなる。構造検討や試作用図製作の省力化
を図ると同時に、材料や加工面でのコストダウン検討および
新規採用部品の品質評価などに開発エネルギーを投入した。

4-3. 艤装部品

単純にヤマハ所有部品を使用するというだけでなく、調達
面にも配慮しつつ共用部品を採用した。例えばサイド開閉窓
は、YFR（図 11）の共用、キャビンドアは FR-29（図 12）
のものを用いているが、この 2 艇はヤマハ天草製造で生産
されている艇であり、部品としての使用実績も多く、組み立
て工程品質としても実績がある。既存部品を完全共用するこ
とで、発注数が増加し、総合的なコストダウン交渉の材料に
もなる。

設計単純化に関して一例を挙げると、室内に 3 箇所ある
パッセンジャーシートは、シートクッション 3 つを同一形状、
バックレスト 3 つも同一形状とした（図 13）。同一形状とす
ることで、部品コスト圧縮に寄与できた。また、艇体への取
付方法も同一にしたため、作業効率が高く、組み付け誤りも
発生しない。

上記の取り組みが奏功し、結果、開発日程や製品品質は
もちろんのこと、コストダウンも要求値以上を達成し、当初
の想定を上回る収益計画を立てることができた。

ボートフィッシングというのは、釣っている時間だけでなく、
前準備も後片付けにも時間と労力を要する「疲れをともなう
遊び」である。

船上での疲労度が低ければ、長時間、釣りに集中できる
だけでなく、様々な場面で冷静な判断もできる。逆に疲れ

“DFR-33” Fishing Boat

図13　パッセンジャーシート

 
 
 
 
 
 

図10　型分解図

図11　YFR

図12　FR-29

5 	 おわりに
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ていると、せっかくヒットした大物をうっかり逃しかねないう
えに、帰港後の後片付けも「面倒臭いなぁ…」と思うかもし
れない。今回の根幹テーマの内面にあるのは「ボートフィッ
シングを辛く面倒なものではなく、さらに楽しいものだと感じ
て欲しい」と願う気持ちにほかならない。DFR-33 を介して、
オーナーはもちろんのこと、同乗者も楽しい思いを感じて、
それにより釣りファンの増加やボートレジャー発展の一端を
担うことができれば幸いである。
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